








その他のタイトル The actual condition and the problem of
















































































要指導児童生徒の 1 ， . ，-<~か国語 35 校 14 
言語的多様性
46~か国5税か国i語上 14 2 校了λ# マ 03 校佼
日本語指導担当教員数 1人配置








































































1 圏語 思諸 担金科
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月 火 7]( 木 金 月 火 水
算木数
金
l 算数 国語 国語 算数 1 国語 国語 国語
2 理科 算数 仕算掛数 国語 国語 2 算数 算数 生活 毘語 国語:ョ 国語 算数 3 国語 算数 生活 算数
4 理科 担金科 4 国語 盟諸 国三[J五口





例)< 5年1組(在籍学級)の時間割> <日本i語指月導教室|(5τだ年一生〉 の時末間割> 木
片 ブく 7.)( 木 金 金
1 閣議 国語 1 事琴震蕗 5年儲香
2 国語 l国語 2 5存麗麗T5辱磁吾





月 火 水 木 金
「全①取在り籍出学し級指の導時j間l土割、上の教科と、 日本語指準教室の時国語 国語








































同じ学年で 向学年日本語力別取り出し指導 ω母校17校抄物協締6、多物噂献1)J 
(向学年取り出し指導:) I [/Jq校13校ゆ物損等技13)〕 〔中学校5校(多数部鰍5))
前
uクフつ 〔中学校6校(多物笥朝交6)) I (寺子(!J屋母校スタ0関イJレ)
〔中学校O関
異学年一斉取り出し指導 j 





















































































































































































































| 例えば、川上郁雄他編 ~I移動する子どもたちJ のことばの教育を創造する』ココ出版、 2009
























































12 管理職への聞き取りで、 「日本語指導教室を参観したことがなしリ、 「日本語指導教室でど
???












員の力とその形成過程JW大阪教育大学紀要 IV教育科学J第59巻第2号、 73-91頁、 2011
年参照)。


















19 管理職への儲き取りの結果、 「教員でなければ指導できないことがあるj という点が考慮さ
れていない要因として指摘できることは、管理職が日本語指導教室でどんな指導が行われて
いるのかを知らないということである。管理職が、 「日本語指導教室=初期指導型日本語指
導を行う場j と理解しているケースが多くあり(小学1交18校、中学校 14校)、 「日本語話
者ならだれが指導しても同じ」と考えていたり、教科指導型日本語指導のように教科書を用
いた授業を行っていることを知らなかったりするのである。また、それに加えて、 「何を・
どのように」行し1たし1から「だれが」指導を行うかを考慮することよりも、不足する指導者
数の確保ということが優先されているという事情もある。本来であれば加配教員の措置を受
けて教員の数を増やしたいところであるが、それが期待できないため、より低予算で配置可
能な日本語指導員や母語支援員を措置することで、 「なんとか指導者数を確保しているj状
態であるとしづ。ここでは、 “数"が優先するため、誰が指導者になるかによって指導でき
る内容も変わってくるという、指導者と指導内容の連動性についての考慮は後退してしまっ
ている。
? ??
